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化粧がもたらす自己の価値および社会行動における価値の変化
── 行動学的検討

 Cosmetic studies have drawn many attentions not only in beauty business but in social psychology field. We used 
several questionnaires to measure the change in both explicit and implicit value of self by makeup. Forty-three healthy 
female university students who wear makeup usually participated in the study. They filled out the questionnaires twice on the 
different day, once after spending almost the whole day with makeup and once without it. They were also asked to rate the 
confidence on their answer of binary choice task with facial and house pictures or random dot motion coherence. We then 
compared the score of questionnaires and metacognitive confidence in two conditions within subject, and found that both 
explicit (one’s mood, quality of life, mental health) and implicit (confidence on one’s behavior) value increased significantly 
by makeup.
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1.  緒　言

　近年、美容や服飾業界のみならず社会心理学の分野にお
いて、女性の体型や化粧などの美意識に関する研究が数多
く行われている。これは多くの女性が自己の体型や外見に
対して低い価値を抱いており、美の向上に強い関心を持つ
ためと考えられる。特に質問紙を用いた行動学的研究では、
化粧という行為が外見的な審美性だけではなく、内面的な
自信を与えるといった効果や、社会的コミュニケーション
能力にも影響を与えることが報告されている 1-3）。一方、
医療の現場でも、リハビリメイクといった事故や手術等で
外観に損傷を負った人に化粧を施すことで生活の質

（QOL）の向上や社会性行動に自信を与える手法が知られ
ており、化粧がもたらす効用が実際に患者の生活に影響を
与えることが示さている 4）。本研究では、このような化粧
の効用に着目し、日常的に化粧をする習慣のある健常の成
人女性を対象に、質問紙とコンピュータを用いた行動学的
実験により比較検討した。
　これまでに行われた先行研究では、化粧を施した自己や
他者の顔写真に対する顔認知についての研究が多く 5, 6）、
実験環境下での被験者の化粧の有無に関しては着目されて
こなかった。これに対し本研究では、被験者自身が化粧を
した状態あるいはしていない状態で実験を行い、心の健康
度や自信の度合いが両者でどのように異なるのかを直接比
較し明らかにする新しい手法を試みた。また質問紙による
評価だけでなく、コンピュータを用いた認知課題を通して

自己の意思決定に対する自信度を客観的に評価させ、化粧
をすることで自らの行動に対する自信が変化するかどうか
を定量的に計測した。

2.  方　法

2. 1.  被験者
　福島県立医科大学医学部/看護学部の学生のうち、日常
的に化粧をする習慣のある健常女子学生 43 名（平均年齢
21.1±1.4 歳）を対象に実験を行った。被験者の日頃の化粧
に対する意識を調べるために、事前に簡単な意識調査を行
った。

2. 2. 実験手順
　実験は 2 日間に分けて行った。実験内容は同じであるが、
1 日目と 2 日目の間を 1 週間あけ、片方は 1 日中化粧をし
た状態、もう片方は 1 日中化粧をしていない状態で過ごし
たのちに実験を遂行してもらった。被験者 43 名を 4 グル
ープに分け、実験日時および化粧あり・なしの順番をグル
ープごとに入れ替えた。実験当日は朝から化粧あり・なし
いずれかの条件で過ごしてもらい、必ず午前中に一度実験
者と対面し確認を受けさせた。さらにその場で鏡を見て自
己の外見と向き合う時間を約 1 分間設けた。夕方に実験室
に集合し、再び鏡を見て自己の外見を確認させた。その後、
数種類の質問紙への記入およびコンピュータを用いた二者
択一弁別課題とそれに続く自信度評価を行わせた。質問紙
と弁別課題の順番は被験者ごとにランダムにした。用いた
質問紙および課題は以下の通りである。

〈気分チェック用質問紙〉
　・POMS2；気分プロフィール検査

〈生活の質チェック用質問紙〉
　・WHO QOL26；生活の質を計測
　・WHO SUBI；心の健康度および心の疲労度を計測

〈二者択一弁別課題と自信度評価〉
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　質問紙とは別にコンピュータを用いた二者択一弁別課題
を行わせた。弁別課題への解答直後に、一問ごとに対する
自信度を評価させた。これにより被験者の解答に対する自
信度を計測した。弁別課題はコンピュータ上で作動する
Presentationソフトウエア（Neurobehavioral Systems Inc.）
を用いて作成した。課題内容は人物や家屋の写真を用いた
濃淡の弁別およびランダムドットを用いた左右の動き弁別
を含む全 70 問であり、いずれも難易度を高く設定した（図
1）。被験者の課題に対する意欲を高めるため、被験者に
は正答数に応じて謝金額が異なると教示し、なるべく早く
正確に答えるよう指示した。解答はセルフペースでキーボ
ードのボタン押しによって行わせ、解答および反応時間を
コンピュータに記録した。1 日目と 2 日目の弁別課題は同
様の難易度になるように用意し、被験者間でランダムな順

番にした。
　得られたデータを各人につき化粧あり・なしの条件に分
け、課題ごとに比較検討した。グラフ中に示したエラーバ
ーは被験者 43 名の標準偏差である。統計解析には市販の
ソフトウエア（GraphPad Prism5, GraphPad Software, Inc.）を
使用し、被験者内で対応のある両側t検定を行った。なお、
公正を期すため、後日被験者には謝金が正答数にはよらな
いことを説明し、全員に一律の謝金を支払った。

3.  結　果

3. 1.  日頃の化粧に対する意識調査
　実験に参加するにあたり、事前に全被験者に質問紙形式
にて日頃の化粧に対する意識調査を行った。その結果を図
2 に示す。

図 1　課題の流れ

図 2　化粧に対する意識調査
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　まず始めに化粧をすることは自分の生活にとってどのく
らい重要であるか？および化粧のある・なしで自分の生活
の質がどのくらい変わるか？という一般的な化粧への意識
について質問した。それに対し、平均で中間（ある程度重
要だ、ある程度変化する）より高い意識を持つ被験者群で
あることが示された。また化粧あり・なしを直接比較する
質問に対しては、被験者内で気持ちの明るさ（t（42）= 
22.6, p< .0001）、人と会う楽しさ（t（42）= 15.3, p< .0001）、
自分への自信度（t（42）= 20.7, p< .0001）のいずれの質問に
対しても有意に高い回答を得た。

3. 2.  気分プロフィール検査
　被験者が 1 日中化粧をした状態あるいは化粧をしていな
い 状 態 で 過 ご し た 実 験 当 日 の 夕 方 の 気 分 を 質 問 紙

（POMS2；気分プロフィール検査）を用いて計測し、条件
間で気分状態に違いがみられるかについて比較検討した。
その結果を図 3 に示す。
　化粧なしの状態で 1 日を過ごすことにより、化粧ありの
状態で 1 日を過ごすことに比較して総合的な気分状態の得

点が有意に高い（ネガティブな気分状態である）ことが示さ
れた（t（42）= 5.5, p< .0001）。さらにその気分状態の詳細
を見てみると、混乱・当惑（t（42）= 3.0, p< .01）、抑うつ・
落ち込み（t（42）= 4.2, p< .0001）、疲労・無気力（t（42）= 
4.8, p< .0001）、緊張・不安（t（42）= 3.9, p< .001）項目が化
粧なし状態で有意に高くなることが分かった。一方で活気
･活力項目については化粧あり状態で有意に高くなること
が示された（t（42）= 5.5, p< .0001）。

3. 3.  生活の質、心の健康度および心の疲労度検査
　被験者の実験当日を通しての生活の質ならびに心の健康
度・疲労度を質問紙（WHO QOL26、WHO SUBI）を用い
て計測し、化粧あり・なし条件間で違いがみられるかにつ
いて比較検討した。その結果を図 4、5 に示す。
　生活の質（QOL26）項目の内、日常的生活動作や活力と
疲労を含むⅠ. 身体的領域（t（42）= 3.6, p<.001）、ボディイ
メージや自己評価を含むⅡ. 心理的領域（t（42）= 4.4, p< 
.0001）、人間関係などを含むⅢ. 社会的関係（t（42）=2.9, 
p<.01）においていずれも化粧なしに比較して化粧あり条件

図 4　生活の質 QOL26

図 3　POMS2 気分プロフィール
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で評価値が高くなることが示された。さらに、Ⅱ. 心理的
領域の細分項目である、ボディイメージ（自分の外見を受
け入れることができますか？）および自己評価（自分自身に
満足していますか？）に対する評価値に注目して比較する
と、化粧あり条件での評価値が有意に高いことが示された

（t（42）= 4.5, p< .0001）。
　心の健康度・疲労度（WHO SUBI）は、化粧あり条件が
なし条件に比較して心の健康度が有意に高い（図 5 左, 左
軸: （t（42）= 5.2, p< .0001）一方で、疲労度は有意に低い（右
軸: （t（42）= 3.7, p< .001）ことが示された。心の健康度に
ついて、その下位尺度を詳細に比較したところ、人生に対
する満足度（t（42）= 3.6, p< .001）、達成感（t（42）= 3.5, p< 
.001）、自信（t（42）= 3.3, p< .001）、至福感（t（42）= 4.4, p< 
.0001）のいずれにおいても化粧あり条件の方がなし条件に
比較して有意に高くなることが示された（図 5 右）。

3. 4.  二者択一弁別課題と自信度評価
　コンピュータを用いて、自分の外見とは直接関係のない
二者択一の弁別課題を行わせ、各問に対し自分の解答にど

れくらい自信があるかを聞いた。その正答率（左軸）と自信
度（右軸）について図 6 に示す。また、化粧あり・なし条件
ごとの正答と誤答別の自信度もあわせて示す。
　正答率に関して条件間の差は見られなかった。一方、自
分の解答に対する自信の度合いは正答、誤答に関わらず化
粧なし条件に比較して化粧あり条件で有意に高くなること
が示された（t（42）= 2.2, p< .05）。また、両条件ともに誤
答に比べて正答だった場合には自信度も有意に高いことが
示された（化粧なし: t（42）= 4.0, p< .001、化粧あり: t（42）
= 2.1, p< .05）。弁別課題に解答するまでの反応時間および
自信度を答えるまでの反応時間に条件間での有意な差はみ
られなかった。
　弁別課題の正答率と正答した解答への自信度の関係を詳
しくみてみると（図 7 参照）、化粧あり・なしの両条件で、
正答率と自信度に正の相関がみられた（化粧なし（左上） : r 
= 0.4, p< .05、化粧あり（左下） : r = 0.4, p< .01）。一方、誤
答率と誤答した解答への自信度の関係をみると、化粧あり
条件でのみ、誤答率と自信度の間に負の相関が示された（化
粧あり（右下） : r =−0.5, p< .01）。

図 6　弁別課題

図 5　心の健康度 SUBI
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4.　考　察

　本研究により、日常的に化粧をする習慣のある健常の成
人女性では、化粧をしている状態としていない状態で気分
状態、生活の質、心の健康度や自信といった内面に対する
価値が異なることが示された。直接的に自己の外見や自分
自身に対する自信の度合いを尋ねる質問紙においては、化
粧をすることであらゆる価値が有意にポジティブな方向へ
変化することが示された。また本研究では、自己の外見に
は直接関係のない二者択一の弁別課題を用いて自分の意思
決定に対する潜在的な自信を計測することを試みた。弁別
課題には、2 枚の写真の濃淡や動きの方向を弁別させると
いう難易度の高い課題を用意した。したがって解答に対す
る自信を認知することは課題同様に難しいことが予想され
た。結果、正答率はチャンスレベルである 50％よりもや
や高い値であったが、化粧あり・なしの条件間では差がな
く、いずれの条件でも難しい弁別課題であり、正答かどう
かを予期することは困難であったことが示された。それに
対して自信の度合いは、化粧あり条件の方がなし条件に比
較して有意に高く、化粧をして過ごすことが判断の難しい
問題に対して自信を持って解答することにつながる可能性
が示唆された。また、化粧ありの場合、正答率が高い人ほ
ど正答に対する自信度が高く、一方で誤答率が高い人ほど

誤答に対する自信が低くなる傾向がみられた。このことか
ら、化粧をして過ごすことで自分の意思決定の結果（正答
あるいは誤答）に対する自信の認知が高まる、すなわち自
己のメタ認知能力が高くなる可能性が示唆された。これら
の結果から化粧という行為が意識的にも無意識的にも外見
の審美性だけではなく、QOLの向上や意思決定への自信
を高めるといった効用を与え、社会性行動にポジティブな
影響を与えることが示唆された。
　本研究は、これまで漠然と受け入れられてきた、化粧を
することで自分に自信が持てるという心理的現象を実証科
学の対象として扱い、その根拠となる行動データを示すと
いう点で、社会的に意義がある。また臨床医学の現場にも
リハビリメイクの意義を科学的に明らかにする点で発展性
に富んでいる。女性に限らず全ての人々にとって髪型や服
装など外見的に変化を加えることは、日々の生活の中に潤
いを与えてくれるものである。本研究が提案するように、
外見的変化が自らに与える効用をより意識的に捉えるよう
に働きかけることは、外見だけではなく内面の心の健康度
やQOLを上げ、生き方そのものにまで影響を与えること
が予想される。
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